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資
料
⑬

企
業
に
女
性
の
登
用
を
促
す
女
性
活
躍
推
進
法
が
２８
日
午
前
の
参
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
た
。
企
業
に
女
性

の
採
用
比
率
や
管
理
職
の
割
合
な
ど
数
値
目
標
の
設
定
と
公
表
を
義
務
付
け
る
。
２
０
１
６
年
４
月
か
ら
制
度
を
，開

始
す
る
。

「女
性
活
躍
」
を
成
長
戦
略
の
中
核
に
据
え
る
安
倍
政
権
の
看
板
政
策
が
動
き
出
す
。
先
行
し
て
数
値
目

標
を
掲
げ
る
企
業
も
増
え
て
い
る
．。　
　
　
　
　
」

，

資
生
堂
や
・

キ
リ
ン
導
入
先
駆
け ぢ″亭 lJ
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.
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薦
■
活
躍
推
進
法
が
〓成
立

．推
進
法
は
、
従
業
員
３
Ю

ｌ
人
以
上
の
企
業
に
①
女
性

活
躍
に
関
す
る
状
況
把
握
と

分
析
②
数
値
目
標
や
取
り
組

一み
を
記
し
た
行
動
計
画
の
策

定
③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

の
情
報
公
開
―
―
を
義
務
付

け
る
。
３
０
０
人
以
下
の
中

小
企
業
は

「努
力
義
務
｝
と

数
値
目
標
を
法
律
で
定
め

る
こ
と
は
見
送
ら
れ
た
。
採

用
や
管
理
職
の
比
率
、
勤
続

一

年
数
の
男
女
差
、
労
働
時
間

の
状
況
な
ど
か
ら
企
業
が
任
・

意
に
選
ぶ
。
従
わ
な
い
場
合

に
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
、
虚
偽
の
報
告
を
し
た
場

合
は
罰
則
を
受
け
る
。

国
や
都
道
府
県
、
市
町
村

に
も
同
様
の
義
務
を
課
す
。

国
が
優
れ
た
取
り
組
み
を
す

る
企
業
を
認
定
し
、
事
業
入

札
で
受
注
機
会
を
増
や
す
優

一
遇
策
も
盛

っ
た
。
′２５
年
度
ま

で
の
１０
年
間
の
時
限
立
法
と

し
、
集
中
的
な
取
り
組
み
を

促
す
。
　

　ヽ
〓　
　
　
　
，

政
府
は
指
導
的
地
位
に
古

餞
端
『
饒
翻纂

げ
る
。
民
間
企
業
の
課
長
級

以
上
の
管
理
職
に
枯
め
る
牧

性
割
合
は
１３
年
時
点
で
■
％

韓

盗

躙

国
の
ほ
か
、
ア
ジ
ア
諸
国
と

比
べ
て
低
い
水
準
に
あ
る
。

す
で
に
数
値
目
標
を
掲
げ

て
女
性
の
登
用
を
積
極
的
に

進
め
て
い
る
企
業
は
多
い
。

官
民
が

一
体
と
な

っ
て
女
性

の
採
用
や
昇
進
の
機
会
を
増

や
し
、
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
に
向
け
た
環
境
整
備
が
進

み
つ
つ
あ
る
。

資
生
堂
は
女
性
管
理
職
の

比
率
を
１６
年
ま
で
に
３０
％
に

す
る
目
標
を
掲
げ
る
。
カ
ル

ビ
ー
も
同
様
の
目
標
を
２０
年

ま
で
、
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー

プ
も
２５
年
ま
で
に
２０
％
の
実

現
を
目
指
す
。
実
現
に
向
け

て
、
カ
ル
ビ
ー
は
管
理
職
候

補
者
に
キ
ャ
リ
ア
研
修
を
実

施
、
サ
ン
ト
リ
ー
も
女
性
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
て
幹
部
へ
の
意
識
向

上
を
目
指
す

　̈
　
　
　
　
・

キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ

ス
は
、
入
社
４
年
目
以
降
の

女
性
の
希
望
者
に
管
理
職
に

相
当
す
る
リ
ー
ダ
ー
級
の
職

務
を
与
え
、
責
任
あ
る
業
務

´
早
稲
田
大
学
の
入
山
章
栄

准
教
授

（経
営
学
）
の
話

女
性
活
躍
推
進
が
す
べ
て
の

企
業
に
常
に
プ
ラ
ス
効
果
を

及
ぼ
す
わ
け
で
は
な
い
。
労

働
力
不
足
を
補
う
た
め
に
女

一
律
義
務

企
業
に
リ
ス
ク
も

の
経
験
を
早
め
に
積
ま
せ

る
。
花
王
は
男
性
の
育
児
体

暇
取
得
を
促
す
た
め
に
、
上

司
に
も
関
連

の
冊
子
を
配

布
。
現
在
は
約
４
割
の
男
性

が
平
均
約
１０
日
の
育
児
体
暇

を
取
得
す
る
。

性
活
躍
を
進
め
る
意
義
は
認

め
る
が
、
企
業
に

一
律
に
押

し
つ
け
る
の
は
リ
ス
ク
も
あ

る
。
米
国
で
も
女
性
活
躍
を

含
む
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

（人
材
の
多
様
化
）
の
推
進

は
組
織
内
に
不
要
な
対
立
を

生
み
、
経
営
に
む
し
ろ
マ
イ

ナ
ス
に
な
り
う
る
と
す
る
指

摘
も
出
て
き
て
い
る
。

先
進
企
業
は
創
意
工
夫
を

し
な
が
ら
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
数
値
目
標
あ
り
き
で
『
女

性
だ
か
ら
」
と
安
易
に
登
用

す
る
と
、
・
こ
れ
ま
で
何
も
し

て
こ
な
か

っ
た
企
業
は
痛
い

目
に
あ
う
だ
ろ
う
。
男
女
の

対
立
や
組
織
内
で
の
女
性
の

孤
立
を
防
ぐ
に
は
男
女
社
員

の
意
識
改
革
を
促
す
社
内
研

修
の
徹
底
な
ど
が
必
要
だ
。

11甲に帰出   ・ : :
・ホームページで公表 ィ:

(注 )従業員300人以下の企業は努力義務

そ
の
多
に

む
か
つ
て
膀
め
て


